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International　Seminar　on 　Ship　Technologyに 参加 し て

Hydrodynam 五c　Session　in　Seou1

正 　員

正 　員

正 　員

元

田

仲

良

崎

渡

誠

道

三
＊

亮
＊＊

夫
＊＊ ＊

　隣国 ， 大韓民 国に お い て 去 る 2 月 10 日か ら 4 日 間表

記 セ ミナーが 開 か れ た 。

　会議 の 主催機関は KIST （Korea　Institute　ef 　Science

and 　Technology ）附設 の KRIS 註 〉（Korea 　Research　In−

stttute 　of 　ShiPs）が 主 で ， それ に S。 ciety 　of 　Naval　Archi−

tects　of 　Korea と Korea 　Resister　 of 　ShipPingが 加わ

り，
The 　Ministry 　of 　Science　and 　Technology ，　Republic

Korca が ス ポ ン サ ーと して 参加 して い た 。

　 こ の セ ミナ ー
の 目的は ， 目下急ピ ッ チ で 上昇努 力 中 の

韓国造船界 に エ ネ ル ギ ーを 注入 す る こ と ， な か ん ず く若

い 世代 と各国， 殊 に 隣国 ， 日本の学界 との 接触を 密 に す

る こ とを企 て た と い われ て い る。そ し て 副題の Hydro ・

dyriamic　Session　in　SeoUl は次 の こ と を意味 して い る と

い わ れ て い る。まず Hydrodynamic 　Sessionの 意味 は ，

目下韓国で は 19ア3 年 よ り約 10 年の 計画 で 大田 郊外 の

大徳 に 広 さ 27km2 の 研究学 園 都 市 を 計画 ・造成 中で

KRIS の 大 型試験水槽 （目下の と こ ろ 200　m × 16mX7

m
， 将来 400m に す る） も土木工 事中で あ る。 い ずれ は

同地 に 航海性能水槽 ， 海洋工 学関係実験場 も建設 さ れ る

予定 で あ るが，さしあた り船型試験水槽の完成 に 呼応 し

よ うとす る も の で あ る。次 に in　Seoul の 意味は 主催側

が，韓国の み で な く，これ か らは ア ジ ア 各国 にお い て 造

船技術 に 関す る色々 な セ ミナーの開催 が 有意義で あ る と

考え ， 将来へ の 発展 を願 っ て 付け られ た ， と 聞 い て い

る。

　本セ ミナーへ の 韓国国外 か らの 参加者は 次 の 通 りで あ

る （順不同 ， 敬称略）。

　　（日 本）乾 崇夫，元良誠三 ， 中村彰
一

， 横尾 幸
一

，

　丸 尾　孟，野本謙作， 田崎　亮 ， 仲渡道夫，（米国）

　 R ．B．　Couch ，
　 T ．　Ogilvie，　 P ．　G、　Pien ，

　 J．　McGarthy ，

　 M ．Tulin， （独）K ．　Wieghardt ，
　 K ・Eggers，（中華民

　＊
東京大学

＊＊　石 川 島播磨重 工 （株）

＊＊ s 　広島 大 学

註）本 年 1 月末 ま で は SITS 〔Shipbuilding　Industry

　　 Technical　Services） と 称 す。

　国）G ．　L｛ao ，（在米韓国）C・M ．　Lee．

　 こ れ ら参 加 者 の 大 部 分 の 費用 （日本
一

韓国間 の 航空運

賃 と韓国滞在費）を韓国側が受持 っ た こ とか ら も ， 主催

側 の セ ミ ナ r ・に 対
’
す る力 の 入 れ 方が 察せ られ る。

　次に こ の セ ミナ ー開催 に 至 る若干 の 経 緯 を 記 す。昨年

KRIS の Youn （尹）所長 とス タ ッ フ の Dr．　Hyun （玄）

が 来 日され，乾教授 に 韓国で の セ ミナー
の 計画を説明す

る と とも に ， 日本側 の 計画 して い る 国際造波 抵抗 セ ミ ナ

ーとの 連続 を 相談され た の が 本 セ ミナ ー具体化 の ス タ ー

トで あ る と聞い てい る。時期は ITTC の 前 で ， た ま た

ま JTTC の 第一部会が 開 か れ て い た。

　そ の 後 カ ナ ダ で の 1TTG の節 に 日本側の 乾教授を中

心 とす る 国際造 波抵抗セ ミナ ーの 準備 と平行 して ， こ の

セ ミナーの 準備が 韓国側の Dr．　H ．　C ・Kim （KRIS ）｝こ よ

っ て 日 本側 と運 絡を と りつ つ 進 め られ た 。 しか し， 色 々

な事 情 か ら主催者側 よ りの 講演者 に 対 す る 原稿依頼 が

12 月中旬に な るなど， 準備 の ス ケージ ュール は きつ か

っ た。

　 さ て ，2 月 9 日， 国際造波抵 抗 セ ミ ナ
ー

の 関西 セ ッ シ

ョ ン の 翌 10 日 ， 訪韓 の
一
行 は JAL と KAL の 二 便 に 分

れ て 空路釜山か ら入国した。出発 に至 る諸 々 の 面倒な 準

備 は Dr ．　Hyum （KRIS ）とソ ウ ル 大学の Prof・Hwang

（韓国造船学会前会長 ， たま た ま 大学 の 用 件 で 来 日 し て

い た）が大活躍 を して 整 え て お られ た。

　 セ ミナーの ス ケ ジ ＝一ル は 釜山到着 の 夜，登録 と歓迎

夕食会 か ら始 っ た 。 主催機関 KRIS の Youn 所長 の
一人

一
入に 対す る 暖い 大 きな手 に よ る握手 と挨拶 に は 心 が こ

も っ て い た。集 っ た の は 主催機関の 主だ っ た 方 々 と韓国

の 主要造船地区釜山の 造船関係者 ， 釜山大学の 方々 で あ

っ た。

　 2 月 II 日 （水〉　 午 前 中大 韓造船公社を訪問見学。

こ の 造船所は 韓国に お け る古い 造船所の
一

つ で ， こ の 国

の 近代造船 の 歴史を そ の ま ま歩 ん で 来 た とい わ れ る。目

下構内随所 で 近代化の た め の 通路
・設備 の 工 事 が 進 め ら

れ て い る。従業員数　4，　O O 人，
6 万 トン 迄建造。少 し離

れ た 場所 に 20 万 トン 用 造 船 所を 計画中で 用地 は 造成済
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との こ と。 午後，蔚 山 の 工 業 団 地 （重工 業 ， 化学工業）

に あ る現代造船所 を訪問見学 。 こ の 造船所 は 韓国で 現在

稼 動 し て い る 20 万 トン ク ラ ス 建造 の唯一の ・ 交字通 り

現代的な造船所 で あ る 。
3年前 に 比べ る と素人 印 こ も工

程が ず っ と ス ム
ー

ス に 流 れ て い る こ とが 判 り，平均年令

の 若 い ス タ ッ フ と 工 員 が キ ビキ ビ活動 して い るの が 目に

っ い た。従業員数 5，000 人。

　夜の 徴迎夕食会は 造船所 の ゲ ス ト ・ハ ウ ス で 開 か れ，

造 船所関係者 が多数参加 し た 。 ア トラ ク シ ョン の 民族舞

踊 と音楽 の 可憐さ が 印 象 に 残 っ た。

　 2 月 12 日 （木）　 現代造船所 か ら慶州，大 田 を経 て

ソ ウ ル へ ，バ ス の 乗車時間は 計約 5時間 。 途中慶州 で の

観光 は 車窓 か らで 済 ま せ ， 最近 完成 し た 国立博物館 を見

学 した。石 器，土 器 ， 瓦 ， 石仏 ， 曲玉 ， 等 々 ， 古 い 時代

の 大陸 か ら半島，日本へ の 交化 の 流 れ を 目で 見る と色々

想像が湧い て く る。そ うい えば 言 葉 も気 を つ け て み る と

類似の 意味，発音 が 多い 。例 え ば感謝 は ， 中国語 で は カ

ン シ エ ，韓国語 で は カ ム サ ， 日 本語は カ ン シ ャ 。 日本は

（中）り一ベ ン
， （韓）イ ル ボ ン ，（日）ニ ッ ポ ン で あ る。

　研究学園都市予定地大徳 に あ る KRIS の 水槽建設現

場で は ス ラ イ ドに よ る意欲的な 計画 の 説明を聞 い た あ

と ， 丘 に 立 っ て 掘 り終 っ た水槽 と，広 大 な周辺 を眺 め て

大陸 を改 め て 感じた。KRIS の オ フ ィ ス となる建物は 半

分程で きて い た。

　 以後 ソ ウル に 向か うバ ス の 旅 は 高速道路を 単調 に 走 る

た め ，

一
同 ま どろ み が ちで あ っ た 。

　 この 釜山か ら ソ ウ ル へ の 丸 2 日 間 の 旅 行は ・
13 日の

ソ ウル で の 1 日の セ ミナ ーの ウ ォ
ーミ ン グ ・ア ッ プ に し

て は少 し念 が 入 り過ぎ る の で は な い か ， と筆者の 1人

（仲渡）は ， は じめ 考え て い た の で あ る が ， 結果的 に は，

こ の 旅行は とて も 良か っ た と思 っ た 。
理 由 は ， は じ め て

韓国を訪 れ た 人達 に，韓国 とそ の 造船の 事情を理 解 させ

た こ と 。 ま た 旅を共 に す る こ と， 食事を 共 に す る こ とに

よ りお 互 の 聞の 言葉 の 壁や 心 の 壁が少 しずつ 開か れ ， そ

の 結果初期 の E的 で あ る セ ミナ の 実行 ， 学問上 の討論の

円滑化に対 し気付か ぬ とこ ろで 効果が あ っ た と思 う。

　　2 月 13 日 （金）　 KIST の セ ミナ ーの会場 に 到着 し

て み る と 机が 楕円形 に 並べ られ ，そ の 上 に は マ イ クが林

立 して お り， 外交官会議 とい うよ うな雰囲気で あ っ た。

　ま た オ ブ ザーバ
ー

の た め に ， 後方 に 椅子席が 設 け られ て

　い た。オ ブ ザーバ ーは 1〈RIS の 若 い ス タ ッ フ お よび 各

　天学の教授 ， 助教授 ， 大学院学生等の よ うで あ っ た。

　　セ ミ ナーは 9 時半 よ り ミシ ガ ン 大学の Prof．　Gouch の

　議長の も とに 開催され ， 冒頭 セ ミナ ー組織委員長 の ソ ウ

　ル 大学校 Z．G ・Kim （金在謹）教授の 開会 の 辞 に 引続 き

以下 の よ うな プロ グラ ム で 午前 の部が進 め られ た 。

　　　　Mor 皿ing　Session

　　　　　　　　　　（（】hairman ： Prof．　R ．　B．　Couch ）

　 9 ： 30− 9 ： 55

　　0pening　Ceremeny　　　　　　　 PrQf．　Z ．　G ，　Kim

　 IO ：0 一10 ：25

　　 Remarks 　on 　Viscous　Ship　R．esistance

　　　　　　　　　　　　　　　　 Prof．　K ，　Wieghardt

　 10 ： 30− 10 ：55

　　 Role　of 　Boundary 　Layer　Transition　in　theAnaly ．

　　 sis　of 　Model 　Resistance　Experirnents　and 　Cavita＿

　　 tiorl　Inception　Scaling　　　 Dr ・J・McGarthy

　〔11 ； OO− 11 ； 25）　　Goffee　Break

　 11　： 30− 11　二55

　　 Determination　of 　Wave 　 making 　Gharacteristics

　　 from　the　Wave 　Pattern　　　　　　 ProfZ　K ．　Eggers

　 12 ：00− 12 ： 25

　　 Seperation　of 　Resistance（】emponents

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Prof．　H ，　Maruo

　 12　：　30− 12　：　55　　　　　Discuss量on

　（13 ： 00− 14 ：00）　　Luncheon

　 各講演 に 対 して 参加者 か ら活発 な討論が な さ れ ，
Prof．

Gouch の 巧み な 司 会 と， 円卓 の 配置 と相 俟 っ て 和 や か な

ム ードで 進 め られ た 。

　 KIST の 職員用 の 食堂で 昼食 の 後， 午後の セ ッ シ ョ ン

は ， 乾教授 の 司会 の 下 に ， 以下の プ ロ グ ラ ム で進 め られ

た。

　 　 　 　 Af 重ernoon 　 Se55io鳳

　　　　　　　　　　　　 （Chairman： Prof．　T 、　 Inui）

　 14 ： 00− 14 ：2J「

　　 Wave 　Length 　Scale　in　Slender　Ship　Theory

　　　　　　　　　　　　　　　　　 Prof．　 T ．　 Ogilvie

　 l4 ： 30− 14 ： 55

　　 1nvestigations　on 　Seakeeping　Qualities　of 　Con
−

　　 tainer　Ships　　　　　　　　　　　　　Prof・S・Nakamura

　 　l5 ：00− 15 ： 25

　　 SimpLified　Analysis　on 　Manoevrability　and 　Appli．

　　 cation 　to　Ship　Design　　　　　　Prof．　K ．　Nomoto

　 （15 ： 30− 15 ：55）　　Goffee　Break

　 　l6 ：00− 16 ：25

　　　真　Design　Method　for　Gonventional　and 　Uncon ．

　　　ventional 　Propellers　　　　　　　　 Dr、　P・C ・Pien

　 　 l6 二 30− 16 ：55

　　　R ¢ cent 　Research　on 　the　Propulsive　Perfermance

　　　of 　Ship　in　Japan　　　　　　　　　　　Dr・K ・Yokoo
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　17 ：00− 17 ： 25

　 Ship　Hydrodynarnics 　Research　in　Korea

　　　　　 　　　　　　　　　　 Pref，」．　H ，　Hwan9

　玉7 ：30− 18 ： 30　　Discussion

午後の 講演 に 対 して も， 午前 と同 じ く和 や か な 中に も

真剣な 討論が活発 に 行わ れ ， 有意義な 成果を挙げて セ ミ

ナー
の 幕を閉 じた 。

　 セ ミナ r・終了後，KIST で 開か れ た パ ーテ ィ
ー

は ，

Dr ．　H ．　C ，　Kim の 流暢な英語 に よ る名司会 の なか に も，

大役を 果 した 喜び が溢 れ て い た。Youn 所長 は 遠来 の 各

国か らの 参加 者の 労 と協力 を謝 し ， 殊 に 日 本 側 に 対す る

感謝を表明すれば，それ に応 え て 乾教授 の 「こ の 成功 は

Prof．　Couch は じめ 遠 来 参 加 者 に 帰すべ き もの 」 との 発

言 が あ るな ど， 誠 に 和 や か で 楽 し い 時 を 過 し，時聞 も相

当延 長 され て しま っ た 程 で あ っ た。

　さ て こ の 簡単 な 報告 を終 え る に 当 り，韓国側 の 数々 の

厚意 に 心 か ら感謝 し 韓国造船界 ， 特 ｝暗 い 研究者 の
一

層 の 活躍 を祈りた い 。

書　案

　　　　　　　　　　　（艤装研究委員
△
　資料）

第 1号 va　 re 作 me の 安 2 指 針 頒価 （B5 判 35頁）1 部 500円 送 料 14e円

第 2 号 機 関 蜜 補 機 器 の 据 付 方 法 頒価 （B5 判 3頁）

　　　　 （据 付 ラ イ ナ 冖 標 準 ）

第 4 号 計 装 工 事 実 施 要 領 頒価 （B5 判 2頭 ）

第 5 号　機 関 蜜制御室 の 騒音 に 関する調 査 報 告　頒価 （B5 判 36頁）

第 6号 機関室通風 機 の 騒 音 実 情 調 査 報 告 頒 価 （B5 判 10頁）

第 7号 安 　全 　 　 計 　 指 　 針 頭価 （B5 判 9領 ）

第 B 号 安 全 知 織 と 　 際 頒価 （B5 判 35頁）

　　　　　（機 関 艤 装 安 全 ガ イ　ダ ン ス ）

第 9 号 機 関 艤 装 作 業 の 手 引 き 頒価 （B5 判 175頁）

　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 用 ）　　　　　（新　入　 社　 員　 教　 育

300円

800円

6eo円

甲板部関係諸装置 の 「操作標準」 儷 船エ 作法 研 究 委 員 会 ）

　　　標 　　　 準　　　 名

エ ダ ク タ お よ び エ ゼ ク タ 操 作 標 準

　　　　　 （ガ ス デパ ラ ）

フ 　　 ト 式 タ ン ク 液 面 計 操 作 標 準

ア 　 キ ク 　 　 ン 操 作 標 準

　　　　（固 定 式 ジ ブ ク v 一ン ）

　　 ラ ベ ン ト フ ァ ン 操 作 標 準

荷 役 装 置 操 作 標 準 そ の 3
　　　（ス ツ ル ケ ン デ リ ッ ク形 式）

ス イ ン ス タ ビ ラ イ ザ 操 作 標 準

　　 頒価 （A4 判 綴込 ）各 部 500 円

140 円

200 円

200 円

200 円

200 円

200 円

140円

140円

140円

上 記 残 部 が あ りま す の で ，ご希望 の 方 は現 金書留 （前金）に よ り下記 あて お 申込 み くだ さ い 。

　　　　　　 日本 造 船 学 会 （予 105 東 京 都港 区芝 琴平町 35 船舶振興 ピ ル ）
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